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山元町の被災状況 
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■津波浸水区域 
 ○浸水範囲面積 24ｋ㎡（総面積64.48ｋ㎡の37.2%） 

 ○推定浸水域にかかる人口 8,990人 
   （平成23年2月末現在人口の53.8%） 

 ○推定浸水域にかかる世帯数 2,913世帯 
   （平成23年2月末現在世帯数の52.4%） ３ 



■家屋への被害（平成24年10月5日現在） 
 ○全壊     2,217棟（うち流出1,013棟） 
 ○大規模半壊  534棟 
 ○半壊      551棟 
 ○一部損壊  1,138棟 
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■人的被害数 
（平成24年8月31日現在） 
 ○死者 632人 
 ○行方不明者 1人 ５ 
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避難所の状況 

★災害発生3日目の平23.3.13（日）時点 
 避難所数 18カ所（自宅の自主避難含む） 
 避難人数 3,846人 
 
★避難所数及び避難人数のピーク 
  平23.3.14（月）時点 
避難所数 19カ所 
避難人数 5,826人 
二次避難所 ５ヶ所（3,846人） 
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避難所の状況 

• 基本的に避難者が主体的に運営 

• 中学校避難所では「ペット同伴避難者部屋」
「インフルエンザ隔離部屋１種～３種」「要援
護者部屋」など空いている教室を全て活用し
ていた⇒建物環境に恵まれていた 

• 避難所運営委員会なども立ち上がったが、一
部の人に負担がかかることもあり、５月頃か
ら運営に携わっていた避難者に疲れやストレ
スがたまり、小さないざこざも起きた 
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• 要援護者でもある外国人（特に中国系）が最
初避難していたが、自分達が分かる情報が
はいらないことと、疎外感を受けたため避難
所をすぐにでた 

• 自宅を開放して約３０人の近隣住民を受け入
れて避難所としていたところがあったが、行政
が避難所として認めるまで時間がかかったた
め、約２週間は共助だけで過ごした 

• 福祉避難所などの準備もされていなかったの
で、発災後も福祉避難所などが立ち上がるこ
ともなかった 
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今の避難所は 

要援護者に 

冷たい 
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災害時要援護者とは 

いわゆる「災害時要援護者」とは、必要な情報を迅速
かつ的確に把握し、災害から自らを守るために安全な
場所に避難するなどの災害時の一連の行動をとるの
に支援を要する人々をいい、一般的に高齢者、障害者、

外国人、乳幼児、妊婦等があげられている。 
 

要援護者は新しい環境への適応能力が不十分である
ため、災害による住環境の変化への対応や、避難行動、
避難所での生活に困難を来すが、必要なときに必要な
支援が適切に受けられれば自立した生活を送ることが
可能である。 

（災害時要援護者の避難支援ガイドラインより） 
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忘れられている 

外国人支援 
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被災した在日外国人の声（山元町以外含む） 

• 最初の１～２日は、みんな優しくしてくれるが
それ以降は誰も助けてくれない 

• 外国語の情報が何もない（食事などもいつ配
付されるのはわからない） 

• 避難所に行っても居場所がない 

• 宗教的に食べられないものなどの区別がつ
かない（食べ物があわない） 

• 避難所の電話で国際電話をかけさせてもらえ
ない（母国に連絡がとれない） 
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避難所に行きたくない 
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提 言 
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要援護者をベースとした避難所作り 

• 今後、高齢化や多文化共生化が進むとみられ
るため避難所及び応急仮設住宅などは「要援
護者」が過ごしやすい環境をベースに考える。 

• 想定されている東海・東南海地震、首都直下
地震などは在日外国人が多いだけではなく、
外国人観光客も多くみられる地域でもある。そ
のため外国人対応もしっかり考えていくべきで
ある。 
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例えば・・・ 

• 外国語が出来るNPOや企業などとの協定や
協力による支援 

• 易しい日本語や外国語による表記 

• アレルギー食と同様にベジタリアン（菜食）の
充実 

• 国際電話もかけられるようなサービスや環境
の提供 

• 平時からの住民理解への啓発 

 などなど 
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要援護者が過ごしやすい環境 
 

 

 

 

 

 

みんなが過ごしやすい環境 
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